
出席の状況
会員数　54名（内出席免除　３名）　出席者数　43名　　欠席者数　11名
出席率　81.13％　　前々回訂正　80.70％　　　　
欠席者　加戸，梶谷，菊井，木本，小松原，松村，南葉，大賀，槌田，（平野），（塩飽）

ゲ　ス　ト　　
☆国際ロータリー第2650地区　京都朱雀ロータリークラブ
 会　長　上田　　昇  様
 副会長　勝尾青龍洞  様
 幹　事　村上洋一郎  様 
 次年度幹事　大友　義博  様
 家族・友好クラブ委員長　佐東　賢一  様

☆米山奨学生　崔　艶梅  様
S . A . A . 　 　　
京都朱雀ロータリークラブ ：
ひな壇一同 ： 京都朱雀ロータリークラブの上田昇会長をはじめとする皆様、お忙しいところお越し頂きましてありがとうございます。

本日より一年間ひな壇を務めさせて頂きます。至らない点等あると思いますが、ロータリーを通して自己を高めるべく、
精進して参りますので、どうぞよろしくお願いします。

小松会員 ： 新年度スタート、1年間頑張ってください。
相原会員 ： 岡本会長、末吉幹事はじめ、新年度のひな壇の皆さまのご活躍を祈念してスマイルします。
入江会員 ： ・岡本和夫年度の船出を祝して

・末吉幹事、頑張ってください。
堀川会員 ： 岡本新会長を始め新ひな壇の皆さまのご活躍を祈念します。
高橋会員 ： 私と奥様の誕生日と新年度を祝してスマイルします。
西岡会員 ： 新年度をお祝いしてスマイルします。
藤岡会員 ： 旧ひな壇の方々、1年間ご苦労様でした。新ひな壇の方々、この1年のご活躍お祈りします。来年3月には当クラブ担当

のIMがあります。全員参加で乗り切りましょう。
大饗会員 ： 京都朱雀ロータリークラブの皆様、ご訪問頂きまして感謝いたします。新ひな壇の皆様、一年間よろしくお願いいたします。
原　会員 ： ・岡本会長、末吉幹事をはじめ、ひな壇の皆様、今年一年よろしくお願いします。

・上田京都朱雀ロータリークラブ会長、一年間、健康に留意のうえ、頑張ってください。
山下会員 ： ・新年度のひな壇の皆様よろしくお願いいたします。

・6月一杯で分娩取扱いを終了し、昨日入院患者様も退院されました。医師になって初めて、夜呼び起こされない夜を
迎えました。

日笠（伸）会員 ： 週報の編集を1年間、担当させていただきます。よろしくお願いいたします。
　　　　　　　　　13件　73,000円（累計73,000円）

会 長 報 告  会　長　岡　本　和　夫
　今日から新しい年度が始まりました。フロアの皆さまは、ひな壇の新鮮な顔ぶれを見、また配布された会員手帳などから新しいさ
わやかな風を感じていらっしゃることと思います。反対に、私どもひな壇は、これからの一年間の運営を考えた時、その責任の重さか
ら身の引き締まる思いがしております。では、ひな壇の皆さんを紹介します。
 副会長・クラブ奉仕委員長 竹本千代子 会員 女性初の副会長で、優しい雰囲気を醸し出してくれることでしょう。
　　 幹　事 末吉　賢多 会員 昨年度の副幹事に引き続いて、ご苦労をおかけします。
　 副幹事 児島　正典 会員 茫洋とした感じがしますが、やるときはやります。
 S.A.A. 氏房　信明 会員 会場監督として、腕をふるって欲しいものです。期待しています。
 副S.A.A. 仲田　錠二 会員 明快な語り口でスマイルを披露してくれるでしょう。
　そして、会長としてかじ取り役を務めてまいります、岡本でございます。
　理事役員２２名が力を合わせ、勇気と熱意をもって運営に当たります。一年間、どうぞよろしくお願いいたします。
幹 事 報 告 幹　事　末　吉　賢　多

① 7月のロータリーレートが1ドル=102円に変更となりました。
② 佐藤直前ガバナー事務所より、 ガバナー事務所閉鎖のお知らせが届いております。
③ 池上ガバナーエレクト事務所より、 ガバナーエレクト事務所開所のご挨拶が届いております。
④ ガバナー月信Vol.1、 月信ファイル、 クラブ活動・運営計画書、 会員名簿、 週報ファイルを配付しております。
⑤ 他クラブ週報を回覧いたします。

旧ひな壇表彰

一年間お疲れさまでした。　　

誕生日祝いのショートスピーチ 高　橋　峯　男　会員
　昨年７月「後期高齢者医療保険証」をもらったので、今年で後期高齢者プラス1年になりました。昭和15年
（1940年）生れです。戦前を数年間、戦後を約10年間少年時代で経験して来ました。しかしその後の日本経済
の発展は素晴らしく、欧米に追い付き・追い越せと日本の躍進時代が続き、1ドル360円から1ドル100円時代にな
り、オイルショックも乗り切りましたが、遂に「バブル景気」に突入しました。しかし、その後のバブル崩壊による「失
われた25年間の時代」を経験したことは皆さんご存知の通りです。今後の日本経済の行方も心配ですし、又我
が「岡山北西ロータリークラブ」の将来も気がかりです。もう少し長生きして色 と々見守って行きたいと思っております。

　
ひな壇就任挨拶 
●会長就任挨拶 岡　本　和　夫　会員
　前年度私どものクラブは創立２５周年を迎え、クラブとして初めてとなる国際奉仕活動・事業を行ないました。
第２７代会長として、これからの一年間、運営の重責を担っていくことになりますが、中核となる考えは、単なる単
年度ではなく、３０周年を見据えた中期的な展望をもって、活動・運営していくことが大切と思っています。
　今年度RI会長ジョンF.ジャーム氏は、「Rotary　Serving　Humanity人類に奉仕するロータリー」をテーマ
に掲げました。ポリオ撲滅から学んだリーダーシップを他のニーズに向けて、ロータリアン全員が同じ方向に進む必要性を説いていま
す。「世界でよいことをしよう」の継続性の大切さでもあります。
　また、地区ガバナーの庄司尚史氏は、「地域のため　世界のため」を地区スローガンに掲げました。市民に認知され、地域に必要
とされるRCである必要から、まず、個々のRCが元気であること、会員がロータリーを楽しみ、奉仕に積極的に参画することにより地
域も元気になると述べています。
　ガバナーが提唱する地区目標の優先項目について所見を述べます。

優先項目Ⅰ－目標１　会員増強：純増３％
　前年度末に３名の創立会員が退会し、今年度は５４名の会員でスタートです。RIの方針・要望に沿う形で、若い30代、40代の会員
が増えていく半面、経験の豊富な先輩会員が少なくなっていく状況を考えた時、若い会員を育てることが肝要であります。先ほどの
会長報告でご案内した通り、理事役員ならびに委員長は総勢22名であります。他クラブの例を見るまでもなく、満足のいく親睦・奉仕
活動を行なっていくには会員数の維持は大切で、理事役員と委員長の数の３倍の会員、６０台後半の会員数が適正ではないかと
思っております。現在より約１０名増となりますが、とりあえず６０名の大台を達成するという目標のもと、皆さんのご協力をお願いします。

優先項目Ⅰ－目標２　RI会長賞の獲得
　ＲＩ会長賞の獲得を視野に活動していく方針ですが、現在の我がクラブを分析し、良い所、問題点を述べます。
まず良い所ですが、

1 会員数の増減はあるものの、５０名を超す会員数を維持している。
2 地区補助金事業を継続して行っている。
3 インターアクト提唱クラブである。
4 例会時、ひな壇とフロアの会員との一体感が保たれている。
5 クラブソングがある。

　以上は、各会員の参加意識の向上の結果で、居心地の良いクラブとなっています。
問題点としては、
1 出席率が低迷している
何よりもホームクラブの出席率が良いことが大切である。長期欠席会員がおり、放っておけば退会につながっていく可能性がある。
RI会長賞の取得要件に、会員維持率の向上も入っております。
2 若い会員が比較的短期間に多数入会したため、ロータリーの情報・理解が充分でないことが懸念される。また先輩会員との会
話・融和が不十分なことが危惧される。
　以上の問題点は、私の年度で片付く問題ではなく、前会長・次期会長と三代にわたって問題点を共有しつつ協調して対処して
いくべきものと思っています。幸い、今年度は当クラブより岩本一壽ガバナー補佐を輩出しており、RIならびに地区との距離が短く、
色 と々アドバイスを受ける絶好の機会であります。さしあたって例会時の会長報告は、月間の重点項目のことを中心に、ロータリーの
ことに時間を割こうと考えております。また今年度は、IDMを４回開催予定にしています。入会３年未満の会員の研修の実が挙がる
よう、堀川ロータリー情報委員長と協議していこうと考えています。
　今年度も地区補助金を活用して、第三回「高校生による岡山の歴史・文化研究フォーラム」を実施します。過去二回の開催を踏
まえて、さらに発展するよう皆さんのご協力をお願いします。
　来年３月には、第８・第９グループの合同IMを当クラブが主管として開催します。準備段階を通して会員同士の絆が一層強固と
なり、実りのあるIM、成功につなげなくてはなりません。多忙な一年となりますが、御協力をよろしく願いします。
　さて、皆さんもお気づきのように、例会場の入り口には、「入りて学び　出でて奉仕せよ」の標識を設置しております。ロータリーの
会員資格が緩くなったとはいえ、個々のRCが緩んではいけません。国際情勢・社会情勢などの情報入手は明日への奉仕活動につ
ながっていきます。「超我の奉仕」「彼我の奉仕」に続く「唯我の奉仕」すなわち自分自身へ奉仕するという意味合いから、今年度私
は、「ロータリーを通して自己を高めよう」というスローガンを掲げました。例会場では、外部・内部卓話者を問わず、他者の話をよく
聞くことから始めていただきたいとお願いする次第です。入会を許され、晴れてロータリアンとなった時の「初心を忘れず」に自己研
鑚に励んでほしいものです。
　芝蘭の交わりのもと、我が岡山北西ＲＣが発展・進化していくことを心から願っています。
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優先項目Ⅰ－目標２　RI会長賞の獲得
　ＲＩ会長賞の獲得を視野に活動していく方針ですが、現在の我がクラブを分析し、良い所、問題点を述べます。
まず良い所ですが、

1 会員数の増減はあるものの、５０名を超す会員数を維持している。
2 地区補助金事業を継続して行っている。
3 インターアクト提唱クラブである。
4 例会時、ひな壇とフロアの会員との一体感が保たれている。
5 クラブソングがある。

　以上は、各会員の参加意識の向上の結果で、居心地の良いクラブとなっています。
問題点としては、
1 出席率が低迷している
何よりもホームクラブの出席率が良いことが大切である。長期欠席会員がおり、放っておけば退会につながっていく可能性がある。
RI会長賞の取得要件に、会員維持率の向上も入っております。
2 若い会員が比較的短期間に多数入会したため、ロータリーの情報・理解が充分でないことが懸念される。また先輩会員との会
話・融和が不十分なことが危惧される。
　以上の問題点は、私の年度で片付く問題ではなく、前会長・次期会長と三代にわたって問題点を共有しつつ協調して対処して
いくべきものと思っています。幸い、今年度は当クラブより岩本一壽ガバナー補佐を輩出しており、RIならびに地区との距離が短く、
色 と々アドバイスを受ける絶好の機会であります。さしあたって例会時の会長報告は、月間の重点項目のことを中心に、ロータリーの
ことに時間を割こうと考えております。また今年度は、IDMを４回開催予定にしています。入会３年未満の会員の研修の実が挙がる
よう、堀川ロータリー情報委員長と協議していこうと考えています。
　今年度も地区補助金を活用して、第三回「高校生による岡山の歴史・文化研究フォーラム」を実施します。過去二回の開催を踏
まえて、さらに発展するよう皆さんのご協力をお願いします。
　来年３月には、第８・第９グループの合同IMを当クラブが主管として開催します。準備段階を通して会員同士の絆が一層強固と
なり、実りのあるIM、成功につなげなくてはなりません。多忙な一年となりますが、御協力をよろしく願いします。
　さて、皆さんもお気づきのように、例会場の入り口には、「入りて学び　出でて奉仕せよ」の標識を設置しております。ロータリーの
会員資格が緩くなったとはいえ、個々のRCが緩んではいけません。国際情勢・社会情勢などの情報入手は明日への奉仕活動につ
ながっていきます。「超我の奉仕」「彼我の奉仕」に続く「唯我の奉仕」すなわち自分自身へ奉仕するという意味合いから、今年度私
は、「ロータリーを通して自己を高めよう」というスローガンを掲げました。例会場では、外部・内部卓話者を問わず、他者の話をよく
聞くことから始めていただきたいとお願いする次第です。入会を許され、晴れてロータリアンとなった時の「初心を忘れず」に自己研
鑚に励んでほしいものです。
　芝蘭の交わりのもと、我が岡山北西ＲＣが発展・進化していくことを心から願っています。

  

－２－

クラブ情報クラブ情報クラブ情報クラブ情報

 6 クラブの週報が充実している。
 7 クラブのホームページがある。
 8 活動・運営計画書の内容・ボリュームとも良い。
 9 ビジョン委員会を設置している。
 10 同好会があり、各々活発に活動している。



出席の状況
会員数　54名（内出席免除　３名）　出席者数　43名　　欠席者数　11名
出席率　81.13％　　前々回訂正　80.70％　　　　
欠席者　加戸，梶谷，菊井，木本，小松原，松村，南葉，大賀，槌田，（平野），（塩飽）

ゲ　ス　ト　　
☆国際ロータリー第2650地区　京都朱雀ロータリークラブ
 会　長　上田　　昇  様
 副会長　勝尾青龍洞  様
 幹　事　村上洋一郎  様 
 次年度幹事　大友　義博  様
 家族・友好クラブ委員長　佐東　賢一  様

☆米山奨学生　崔　艶梅  様
S . A . A . 　 　　
京都朱雀ロータリークラブ ：
ひな壇一同 ： 京都朱雀ロータリークラブの上田昇会長をはじめとする皆様、お忙しいところお越し頂きましてありがとうございます。

本日より一年間ひな壇を務めさせて頂きます。至らない点等あると思いますが、ロータリーを通して自己を高めるべく、
精進して参りますので、どうぞよろしくお願いします。

小松会員 ： 新年度スタート、1年間頑張ってください。
相原会員 ： 岡本会長、末吉幹事はじめ、新年度のひな壇の皆さまのご活躍を祈念してスマイルします。
入江会員 ： ・岡本和夫年度の船出を祝して

・末吉幹事、頑張ってください。
堀川会員 ： 岡本新会長を始め新ひな壇の皆さまのご活躍を祈念します。
高橋会員 ： 私と奥様の誕生日と新年度を祝してスマイルします。
西岡会員 ： 新年度をお祝いしてスマイルします。
藤岡会員 ： 旧ひな壇の方々、1年間ご苦労様でした。新ひな壇の方々、この1年のご活躍お祈りします。来年3月には当クラブ担当

のIMがあります。全員参加で乗り切りましょう。
大饗会員 ： 京都朱雀ロータリークラブの皆様、ご訪問頂きまして感謝いたします。新ひな壇の皆様、一年間よろしくお願いいたします。
原　会員 ： ・岡本会長、末吉幹事をはじめ、ひな壇の皆様、今年一年よろしくお願いします。

・上田京都朱雀ロータリークラブ会長、一年間、健康に留意のうえ、頑張ってください。
山下会員 ： ・新年度のひな壇の皆様よろしくお願いいたします。

・6月一杯で分娩取扱いを終了し、昨日入院患者様も退院されました。医師になって初めて、夜呼び起こされない夜を
迎えました。

日笠（伸）会員 ： 週報の編集を1年間、担当させていただきます。よろしくお願いいたします。
　　　　　　　　　13件　73,000円（累計73,000円）

会 長 報 告  会　長　岡　本　和　夫
　今日から新しい年度が始まりました。フロアの皆さまは、ひな壇の新鮮な顔ぶれを見、また配布された会員手帳などから新しいさ
わやかな風を感じていらっしゃることと思います。反対に、私どもひな壇は、これからの一年間の運営を考えた時、その責任の重さか
ら身の引き締まる思いがしております。では、ひな壇の皆さんを紹介します。
 副会長・クラブ奉仕委員長 竹本千代子 会員 女性初の副会長で、優しい雰囲気を醸し出してくれることでしょう。
　　 幹　事 末吉　賢多 会員 昨年度の副幹事に引き続いて、ご苦労をおかけします。
　 副幹事 児島　正典 会員 茫洋とした感じがしますが、やるときはやります。
 S.A.A. 氏房　信明 会員 会場監督として、腕をふるって欲しいものです。期待しています。
 副S.A.A. 仲田　錠二 会員 明快な語り口でスマイルを披露してくれるでしょう。
　そして、会長としてかじ取り役を務めてまいります、岡本でございます。
　理事役員２２名が力を合わせ、勇気と熱意をもって運営に当たります。一年間、どうぞよろしくお願いいたします。
幹 事 報 告 幹　事　末　吉　賢　多

① 7月のロータリーレートが1ドル=102円に変更となりました。
② 佐藤直前ガバナー事務所より、 ガバナー事務所閉鎖のお知らせが届いております。
③ 池上ガバナーエレクト事務所より、 ガバナーエレクト事務所開所のご挨拶が届いております。
④ ガバナー月信Vol.1、 月信ファイル、 クラブ活動・運営計画書、 会員名簿、 週報ファイルを配付しております。
⑤ 他クラブ週報を回覧いたします。

旧ひな壇表彰

一年間お疲れさまでした。　　

●幹事就任挨拶 末　吉　賢　多　会員
　本年度、岡山北西ロータリークラブ幹事を務めさせていただきます、末吉賢多と申します。
　幹事とはスムーズなクラブ運営を行うことと、本年度岡本会長の考えを具現化することの二つであると考えて
おります。まだ、入会５年目の若輩でありますが、岡山北西ロータリークラブの為、精一杯のロータリー活動を行っ
てまいります。理事役員の皆様・会員の皆様・事務局員の中山様、皆様のご協力が必要でございます。何卒お
願い申し上げます。
　また、一年間クラブを代表して、地区には「ガバナー補佐　岩本会員」・「米山記念奨学会委員会委員　樋口会員」にご出向頂
きます。クラブとして最大限のサポートをさせて頂きますので、宜しくお願い致します。
　来年３月２６日には、ＲＩ２６９０地区　第８第９グループの合同ＩＭを津山ロータリークラブ様と主管致します。
３００名以上のロータリアンが集い、地区役員をお招きし、基調講演・バズセッション（グループ討論）・懇親会を執り行います。昨年度
の２５周年同様に実行委員会を立ち上げ、皆様お一人お一人にお手伝いをお願いするかと思いますが、ご協力をお願い致します。
　我が岡山北西ロータリークラブもここ５年ほどで、ロータリー歴の浅い会員が多くなりました。私も含め、例会のみの出席では、ロー
タリーについて理解を深めることが、難しいのではないかと考えます。本年度は、年４回の実施予定でございますが、是非ＩＤＭを活
用いただけませんでしょうか。特にロータリー歴の浅い会員の皆様、お忙しいと思いますが、少しだけ無理をして、ご出席ください。理
解を深めれば、例会・クラブの行っております奉仕活動の意義が見いだせると考えます。また、会員同士の交流を深める目的で、例
会の席割を例年とは若干変更してまいります。
　一年間、皆様がより多くのロータリー活動へご参加いただけるように、努力いたしますので、何卒宜しくお願い致します。
　以上で、幹事就任挨拶を終わらせて頂きます。どうか、宜しくお願い致します。

野球同好会からのお知らせ 野球同好会　キャプテン　小　菅　英　司 
　７月１日㈮午後７時から上道公園野球場（小鳥の森）で行われた公協グリーンソックスさんとの試合は、最終
回に同点に追いつかれ延長戦になりましたが、８回表に日笠（伸）会員のスリーランホームラン、山田会員のツー
ランホームランで勝ち越しに成功し、投げては笠原会員が完投し、８－６で見事勝利することができました。次回
は７月９日㈯午後７時から瀬戸運動公園野球場で日野自動車さんと試合を予定しています。また、今後の対戦
チームをご紹介いただけると幸いです。
第 1回理事・役員会議事録
日時　2016年７月４日㈪11：40～12：10　　場所　ホテルグランヴィア岡山３階「エメラルドの間」
１、開　　会 会　　　長　岡本　和夫
 司会・幹事　末吉　賢多
２、出席者の確認 副　幹　事　児島　正典
　　岡本和夫　竹本千代子　末吉賢多　児島正典　氏房信明　仲田錠二　入江直人　相原利行　樋口芳紀　岡本浩三
　　西山隆三郎　　堀川辰也　  大饗よし江
３、会長挨拶 会　　　長　岡本　和夫
４、協議事項
① 7月～9月のプログラムについて　
　社会奉仕委員長より10月に献血活動を行うので、事前に外部卓話をしておきたいとの申し出があり、９月５日例会にて卓話を
お願いする事とし、１２日にクラブフォーラム（青少年奉仕）と米山奨学生　崔様のスピーチを行うことにした。９月２６日月見夜間
例会の会場はグランヴィア岡山にて。
② メークアップ対象行事について　…原案通り、承認。
③ 前期会費について　…原案通り、承認。
④ 地区補助金プロジェクトについて　…地区補助金事業としての承認を受けることが出来る旨の報告があり、原案通り承認。
⑤ 7月11日㈪クラブ協議会の段取りについて　…原案通り、承認。
⑥ 7月25日㈪ガバナー公式訪問例会について　…原案通り、承認。
⑦ 旧ひな壇慰労会について　…7月19日㈫18時30分からであることを確認した。
⑧ ＩＭについて　…6月27日に実行員会を開催し、次回は2カ月後に…開催する旨の報告があった。
⑨ 地区大会の登録について　…全員登録とすることとした。
⑩ 新会員について　…原案通り、承認。
⑪ その他　小橋幹雄会員の退会について、その経緯の報告があった。

５、報告事項　
　8月8日の例会のプログラム「クラブフォーラム（クラブ奉仕）」について、クラブ奉仕委員長より発表方法についての報告があった。
６、閉　　会 副　会　長　竹本千代子

誕生日祝いのショートスピーチ 高　橋　峯　男　会員
　昨年７月「後期高齢者医療保険証」をもらったので、今年で後期高齢者プラス1年になりました。昭和15年
（1940年）生れです。戦前を数年間、戦後を約10年間少年時代で経験して来ました。しかしその後の日本経済
の発展は素晴らしく、欧米に追い付き・追い越せと日本の躍進時代が続き、1ドル360円から1ドル100円時代にな
り、オイルショックも乗り切りましたが、遂に「バブル景気」に突入しました。しかし、その後のバブル崩壊による「失
われた25年間の時代」を経験したことは皆さんご存知の通りです。今後の日本経済の行方も心配ですし、又我
が「岡山北西ロータリークラブ」の将来も気がかりです。もう少し長生きして色 と々見守って行きたいと思っております。

　
ひな壇就任挨拶 
●会長就任挨拶 岡　本　和　夫　会員
　前年度私どものクラブは創立２５周年を迎え、クラブとして初めてとなる国際奉仕活動・事業を行ないました。
第２７代会長として、これからの一年間、運営の重責を担っていくことになりますが、中核となる考えは、単なる単
年度ではなく、３０周年を見据えた中期的な展望をもって、活動・運営していくことが大切と思っています。
　今年度RI会長ジョンF.ジャーム氏は、「Rotary　Serving　Humanity人類に奉仕するロータリー」をテーマ
に掲げました。ポリオ撲滅から学んだリーダーシップを他のニーズに向けて、ロータリアン全員が同じ方向に進む必要性を説いていま
す。「世界でよいことをしよう」の継続性の大切さでもあります。
　また、地区ガバナーの庄司尚史氏は、「地域のため　世界のため」を地区スローガンに掲げました。市民に認知され、地域に必要
とされるRCである必要から、まず、個々のRCが元気であること、会員がロータリーを楽しみ、奉仕に積極的に参画することにより地
域も元気になると述べています。
　ガバナーが提唱する地区目標の優先項目について所見を述べます。

優先項目Ⅰ－目標１　会員増強：純増３％
　前年度末に３名の創立会員が退会し、今年度は５４名の会員でスタートです。RIの方針・要望に沿う形で、若い30代、40代の会員
が増えていく半面、経験の豊富な先輩会員が少なくなっていく状況を考えた時、若い会員を育てることが肝要であります。先ほどの
会長報告でご案内した通り、理事役員ならびに委員長は総勢22名であります。他クラブの例を見るまでもなく、満足のいく親睦・奉仕
活動を行なっていくには会員数の維持は大切で、理事役員と委員長の数の３倍の会員、６０台後半の会員数が適正ではないかと
思っております。現在より約１０名増となりますが、とりあえず６０名の大台を達成するという目標のもと、皆さんのご協力をお願いします。

優先項目Ⅰ－目標２　RI会長賞の獲得
　ＲＩ会長賞の獲得を視野に活動していく方針ですが、現在の我がクラブを分析し、良い所、問題点を述べます。
まず良い所ですが、

1 会員数の増減はあるものの、５０名を超す会員数を維持している。
2 地区補助金事業を継続して行っている。
3 インターアクト提唱クラブである。
4 例会時、ひな壇とフロアの会員との一体感が保たれている。
5 クラブソングがある。

　以上は、各会員の参加意識の向上の結果で、居心地の良いクラブとなっています。
問題点としては、
1 出席率が低迷している
何よりもホームクラブの出席率が良いことが大切である。長期欠席会員がおり、放っておけば退会につながっていく可能性がある。
RI会長賞の取得要件に、会員維持率の向上も入っております。
2 若い会員が比較的短期間に多数入会したため、ロータリーの情報・理解が充分でないことが懸念される。また先輩会員との会
話・融和が不十分なことが危惧される。
　以上の問題点は、私の年度で片付く問題ではなく、前会長・次期会長と三代にわたって問題点を共有しつつ協調して対処して
いくべきものと思っています。幸い、今年度は当クラブより岩本一壽ガバナー補佐を輩出しており、RIならびに地区との距離が短く、
色 と々アドバイスを受ける絶好の機会であります。さしあたって例会時の会長報告は、月間の重点項目のことを中心に、ロータリーの
ことに時間を割こうと考えております。また今年度は、IDMを４回開催予定にしています。入会３年未満の会員の研修の実が挙がる
よう、堀川ロータリー情報委員長と協議していこうと考えています。
　今年度も地区補助金を活用して、第三回「高校生による岡山の歴史・文化研究フォーラム」を実施します。過去二回の開催を踏
まえて、さらに発展するよう皆さんのご協力をお願いします。
　来年３月には、第８・第９グループの合同IMを当クラブが主管として開催します。準備段階を通して会員同士の絆が一層強固と
なり、実りのあるIM、成功につなげなくてはなりません。多忙な一年となりますが、御協力をよろしく願いします。
　さて、皆さんもお気づきのように、例会場の入り口には、「入りて学び　出でて奉仕せよ」の標識を設置しております。ロータリーの
会員資格が緩くなったとはいえ、個々のRCが緩んではいけません。国際情勢・社会情勢などの情報入手は明日への奉仕活動につ
ながっていきます。「超我の奉仕」「彼我の奉仕」に続く「唯我の奉仕」すなわち自分自身へ奉仕するという意味合いから、今年度私
は、「ロータリーを通して自己を高めよう」というスローガンを掲げました。例会場では、外部・内部卓話者を問わず、他者の話をよく
聞くことから始めていただきたいとお願いする次第です。入会を許され、晴れてロータリアンとなった時の「初心を忘れず」に自己研
鑚に励んでほしいものです。
　芝蘭の交わりのもと、我が岡山北西ＲＣが発展・進化していくことを心から願っています。

  

－３－

本日のメニュー（７月11日）
丼　鰻のちらし寿司（いくら　錦糸玉子　蓮根酢取り　味付椎茸　青身　人参　大葉　山葵　粉山椒）
小鉢　（オクラと蒸し鶏の柚子風味　菊花）
温物　胡麻豆腐の玄米揚げ　鼈甲餡掛け　賀茂茄子素揚げ　甘長青唐素揚げ　白髪葱　山葵
赤出汁　鱧素麺　蓴菜　刻み葱　粉山椒

次回のメニュー（７月19日）　旧ひな壇慰労夜間例会

　　会報部会／日笠伸之・原　全伸・小菅英司

クラブ情報クラブ情報クラブ情報クラブ情報

例会情報例会情報例会情報例会情報


